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１．調査目的等

増減が激しく、届出制ではないために実態の把握が難しいコイン式自動車駐車場（以下、
コイン式駐車場という）の実態を把握するために行う。

2007年、2011年、2015年および2018年に行った「コイン式自動車駐車場市場に関する
実態分析調査」のリニューアルとして2020年10月～2021年3月に実態調査を行い、最近の
変化状況をとりまとめた。

調査方法等
①一般社団法人日本パーキングビジネス協会（以下、JPB）加入の運営会社に対して地域別
（都道府県別、政令指定都市別）にアンケートを実施し、内約４０社からの回答を集計。

②JPB未加入の各地域運営会社に対しても個別に同様のヒアリングを実施。

③各駐車場情報サイトや運営会社ホームページなどにより上記以外の運営会社の管理箇所数
 車室数の確認作業を実施。

④後述「47都道府県別設置個所数と車室数」は各運営会社のアンケート、ヒアリングなどを
 基に推計したデータであり、誤差が含まれている。
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２．コイン式駐車場の定義

コイン式駐車場の定義

コイン式の特徴は、「一般公共の用に供する、
時間貸し、主として無人」の３点にある。

本報告書で取り上げるコイン式駐車場とは、
賃借、自社物件を問わず、附置義務駐車
場、およびその他の駐車場において、コイン式
駐車場運営会社が運営する駐車場（平面
立体を含む）と定義した。

また、時間貸方式の営業駐車場を対象とし、
月極駐車場は対象外とした。
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３．コイン式駐車場市場規模（全国集計）

・調査を始めた2007年から2020年までの
 13年でコイン式駐車場の箇所数は約2.8倍
 車室数は約2.3倍と増加。

・また、500㎡未満の箇所数は約2.9倍、
  車室数は2.5倍となっており、全体的な
  バランスから届出が不要な駐車場（コイン
  パーキング等）の増加割合が大きいと
  読み取れる。
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３．コイン式駐車場市場規模（都道府県別）

政令指定都市を含むエリアが箇所・車室数とも多い状況であるが、推計の平均車室数は     
東京が10台／箇所を切っている。
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４．全国管理車室数ランキング

〈全国のコイン式駐車場運営会社の企業数〉

 全国のコイン式駐車場運営会社の企業数に
ついて、コイン式駐車場向け駐車場設備機器
の主要メーカー5社の販売先数に基づいた見解
によると、150～360社という結果であった。
上記の企業の中には個人事業者(複数の駐車
場を運営している個人も含む)は含まれていない。

左記ランキングについては車室数を基準にして
おり、2020年4月時点での数値である。
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５．コイン式駐車場の売上規模推移

■2020年度は新型コロナウイルスの影響により
 対前年度比90％の売上規模に落ちつく
 見通しである。
 売上減少に伴い、売上総利益・売上利益率
 ともに低下する見込み。

2017年度から2020年度（見込）までの
4年間の推移。
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６．2018年から2020年までの市場変動要因分析①

■新型コロナウイルスの影響

・新型コロナウイルスの影響で発出された緊急事態宣言で、外出自粛を要請されたことから、コイン式駐車場業界に
  おいても大きな影響が出た。

・大手コイン式駐車場運営会社の見解では、2020年3～5月に急速に売上が減少し、対前年同月比50～60％
  まで落ち込んだ。その後、同年6～8月まで回復傾向であったが、同年11月以降の感染拡大や緊急事態宣言に
  より2021年2月まで売上が減少し、新型コロナウイルスの影響以前まで回復しきれていない。

・2020年全体では2019年比85～90％の売上げにとどまった運営会社が多いが、観光需要が多い地域や3大都市
  圏において、車通勤が多かった地域でテレワーク移行により稼働が大きく下がり2019年比60～70％まで売上が
  下がった運営会社もあったようである。

・郊外型駐車場及び地方ではパークアンドライド型駐車場の需要が減少した。これは会社付近まで車で通勤する人
  や完全テレワークに移行した郊外および地方在住者が増加した為と考えられる。

                〔賃下げ・解約・契約改定〕

  各コイン式駐車場運営会社は、売上の大幅な低迷により、一斉に地主との賃下げ交渉へ
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６．2018年から2020年までの市場変動要因分析②

■2019年10月から施行された消費税増税の影響

・消費税増税への対策として多くの運営会社が、増税分を時間短縮、最大料金を上げる
  などの調整で価格転嫁したとみられる。一部の大手運営会社では10円単位の料金改定
  を導入し、増税分を料金に直接転嫁する取り組みがなされた。

・上記の背景として、コイン式駐車場におけるキャッシュレス対応型精算機の普及に伴い
  キャッシュレスで料金を支払う顧客は小銭を使用しないため、10円単位の料金設定でも
  受け入れられやすい面があったとみられる。

・また運営会社にとっても、10円単位の料金設定が可能であれば、より料金設定の柔軟性を
  高められるというメリットがあった。

・しかし課題も大きく、100円単位より多くの硬貨を精算機に常備する必要がある点、集金
  頻度が増え人件費などの集金コストが上がる点が問題となった。
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６．2018年から2020年までの市場変動要因分析③

【その他要因】

■クレジットカード対応機器のEMV対応
・2018年6月1日に施行された改正割賦販売法により、クレジットカードが利用できる精算機
  の国際的な仕様(EMV仕様)にすることを2020年4月までに求められたが、機器メーカーの
  開発が新型コロナウイルスの影響下で遅れたこともあり、各運営会社は対応を迫られた。

■車番認証による決済システム
・2020年時点において、大型駐車場に車番認証による決済システムが普及し始めており
  コイン式運営会社間でも特にゲート式駐車場の代替として高い関心がある。

■新貨幣・新紙幣発行
・2021年の新500円硬貨発行及び2024年度上期に予定される新紙幣発行に伴う精算機の
  改修作業の対応。

■３Gサービスの終了
・3Gサービスの終了については、NTTドコモ(株)が2026年3月、ソフトバンク(株)が2024年1月
  KDDI(株)が2022年3月を予定している。2020年時点において既設の多くのコイン式駐車場
  では3Ｇがまだ利用されているため精算機の更新の必要性が出てくる。
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７．予約型駐車場の市場規模

■2020年時点の予約型駐車場の
   箇所数は、2018年度から34％増加
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７．予約型駐車場の市場規模

■予約型駐車場市場の売上規模についてはコイン式
  駐車場と同様に緊急事態宣言下におかれた2020年
  4～5月、2021年1～3月に大きく減少した。一方
    2020年7～12月に展開されたGoToトラベルの効果に
 より、同期間には一時的に回復が見られた。

・予約型駐車場の主要利用先であるイベント、スポーツ
  観戦などがなくなったことによる売り上げ減少。
  但し、人数制限下でイベントが開催されるようになった
  後は、感染リスクが高い、混む交通手段を避け、車で
  移動したいというニーズが生まれ、需要が増えた。

・新型コロナウイルスの影響下において、日常的な利用で
  予約型駐車場を利用するユーザーが増加している。
  特に通勤で公共交通機関を利用したくないという理由で
  予約型駐車場が目立った。
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８．カーシェアリングの市場規模

■2020年までの2年間のカーシェアリング市場は
 拠点数約2,000ヶ所/年、車両数で約5,000台/年増加

・新型コロナウイルス影響下において売上高は2019年と
  同レベル⇒公共交通機関を控える、密を避ける。

・都市圏とは反対に地方の需要は低迷した。
  ⇒出張や観光で利用していた需要が低迷。
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９．料金精算機のキャッシュレス化

コイン式駐車場運営会社54社へのアンケートおよび取材に基づき、全コイン式駐車場
箇所数（500㎡以上を含む）のうち、キャッシュレスを導入した箇所数を明らかにした。

■コイン式駐車場精算機のキャッシュレス化は
 少しずつ進んでいる。

■クレジット、交通系IC、スマートホン決済と多種
 の方法が開発されており、多くの運営会社が
 関心を持っている。⇒集金コストの低減、
 不正駐車の防止。

■キャッシュレスの主体はクレジットカードで高額
 料金エリアに配置されており、現金不足への
 対応、チャージが不要で利便性が高い。

■交通系ICカードはパークアンドライド型、駅近くの
 大型駐車場で導入が進んでいる。

■スマートフォン型決済の普及はこれからであるが
 アプリ連携で画面上から決済を完了させる機能
 等も開発が進む。
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10．その他調査項目

■前払いチケット制

■ロックレス駐車場の導入状況

■外国語対応対策

■精算機荒らし（盗難件数）

■駐車場内事故

■料金未払い件数、損害額

■不正車両（長期駐車・車両の投棄問題）

■防犯対策の状況

■最近増えている課題、要望事項と対策

■コイン式駐車場の料金 今回の説明に当たっては一般社団法人日本パーキングビジネス協会発行の
コイン式（時間貸）自動車駐車場市場に関する実態分析調査2020年版
（2021年5月発行）に基づく内容となります。
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11．JPBの組織体制

出所：一般社団法人日本パーキングビジネス協会　

■2021年度

 正会員   ７５社
 賛助会員  ５６社
 合計   １３１社

当協会は今年度20周年を迎え、理事会を
中心に各支部・各部会にて役割を分担し、
人々の移動やまちづくりに欠かせない交通手段
としての、自動車交通の在り方等に関し、主に
コインパーキングを中心に違法・不正駐車対策、
設備機器開発の検討、情報化社会への対応、
広報活動に取り組んで参ります。


